
 

◇ ◆ ◇ 社 長 の コ ラ ム  一級建築士 竹沢 彰規 ◇ ◆ ◇  大成功のリフォーム術（最終回） 

 日 時 ： ６月３日（日）10：00～11：30  
         （小雨決行） 
 場 所 ： 茨木市島３丁目４ （幸楽苑すぐ裏） 
         本社建設予定地 
 持ち物 ： 軍手、スコップ 

今年もやります！さつまいも畑！！ 
まずは、苗植えからご参加ください。自分で植えた苗を自分で収穫！の喜びを
ご家族皆さんで味わってください。ご希望の方はご予約を承りますのでフリー
ダイヤル、メールのどちらかでお申込み下さい。お待ちしております。 

フリーダイヤル ０１２０－５２５－５２６   
e-mail user＠egg-jp.com 
詳しくはホームページをご覧ください   
http：//www.egg-jp.com/ 

大成功のリフォーム術もいよいよ最終回となりました。最後はプランの実例をあげて、そのポイント 
などをご紹介いたします。みなさんのお家と比べて参考にしてみてください。でも、お家の間取り
や住まい方は十人十色。リフォームも同じようでみんな違うんです。頭を悩ませている方は、お気
軽にご相談してみてください。以外にあっさり解決するかもしれませんよ。ではまた。（高次） 

マンションリフォーム例 

戸建リフォーム例 

リフォーム前 リフォーム後 

リフォーム前 

リフォーム後 

リフォームプランと希望内容 
 子供さんお２人が独立し、ご夫婦２人のラ
イフスタイルに合わせた全面リフォーム 
 ☆作品を飾るスペースがほしい 
 ☆アトリエがほしい 
 ☆洗面室を広くしたい 
 ☆色々な形でくつろぎながらパーティを 
   楽しみたい 
 ☆食器収納スペースとカウンターでの配 
   膳スペースを確保したい 
 

＊浴室・トイレ・キッチンの３ヶ所を場所、サイ
ズの変更なしで設備の入換えとし、工事金額
をおさえています。その分、オーダー家具など
に予算をあてました。 
 

夫：退職後、趣味の陶芸を楽しむ毎日 
妻：料理が趣味。友人達と手作り料理で
ホームパーティを開いて週末を過ごす 
と、希望通りのリフォームができて大満足の
ご夫婦です。 

リフォームプランと希望内容 
 玄関、階段、ホールが真ん中にあるため左
右に分かれてしまっているダイニングキッチ
ンと居間スペースとして使用している６帖の
和室。 
☆家族みんなで集まることができる広いス 
 ペースがほしい 
☆キッチンスペースの一部に食品庫がほし 
  い 
☆玄関にシューズクロークを兼ねた収納が 
  ほしい 
 

＊階段を架け替えることと、玄関の向きを変え
ることによって、広々としたＬＤＫスペースがと
れました。 
 

家族皆がずっと一緒に過ごせるスペースが
できたことで、ライフスタイルも変わったと大
満足。また、リビングに設けた奥行き浅めの
クローゼットには、散らかりがちなたくさんの
小物等の収納に大活躍と奥様も大喜びで
す。 

  団塊の先輩達 
 
 先日「三菱ＵＦＪビジネススクエア」というところの機関紙に「団塊世代の実 
像」というたいへん興味深い特集を見つけました。 
 ここで私が一番注目したところは（団塊世代は）『自分らしさに目覚め、自立 
という言葉を好み、他の世代に自分達の事を説明したり、概念化するのが嫌いで 
はない世代』というくだりでした。 
そうなんです、この団塊の先輩達（昭和２２年～２４年生まれをいう）はその数を武器に（私達の約1.3倍で
６８０万人もいるらしい）年齢の近い私達後輩達（昭和２５～２８年生まれでポスト団塊世代というらしい、
私は２７年生まれです）に対して自己主張し、概念化するのが嫌いでないばかりか、事あるごとに講釈を垂れ
るのです。「我々の世代は・・・云々」と。お酒でも入ろうものなら、それはそれはもうしつこくうるさい。 
あの小学生時代、原っぱでカン蹴りやら陣地取りや胴馬の時でも我々の世代を常に家来のように連れ回り、
いつも親分をやってたのはやっぱり団塊の先輩達。またその上、この人達はやさしくない。彼らは家でも外で
も競争が激しかったから、下の事などかまってる暇など無く、我々の事なんかほっとらかしで目一杯勝つため
に走っていたのです。そうでないと取り残されるのですから。 
 
話しをこの時代に戻しますと、大人になって社会に出てからも、いつも私達の目の上のたんこぶ（失礼！）
のように君臨し、あの時代を今もそのままに生きておられる。あの高度成長時代の真っ只中でその恩恵を一身
に浴び、バブルを経験し、それを十分享受してきた運の強い世代であります。 
それに引き換え、我々ポスト団塊世代と呼ばれる世代は常に彼らの影で表舞台を経験する事なく、どこかひ
っそりと生きてきた感じがあります。また我々が３５歳代の一番絶頂期にもバブルの恩恵を受ける事なく、先
輩達のおこぼれを細々と頂戴していたように思います。 
しかしここで冷静に考えてみて、あの６８０万人もの先輩達みんなが、いい思いをしてきたのでしょうか？ 
いえ違うのです。この特集でも書かれていましたが、先輩達全部がアクテイブだったのではなく、ほんの一
部分のはみ出した（またまた失礼！）人たちがゲバ棒を振るい、社会を揺るがしていた？し、現在のリーダー
となっているのです。全ての皆さんがビートルズにはまっていた訳ではなく、「俺達の時代の人間は・・・云
々」と講釈垂れなのはその中のほんの一部の人たちなのです。 
ここで絶対に忘れてはならないのは、本当にこの国の高度成長を担ってきたのはそのベースを成してきた団
塊の大部分の先輩達であって、その人たちが一部のリーダーを目指したひと達を前面に押し出し、地道に根気
良く裏方を務めてこられたからこそ今日の日本があると思うのです。 
さて、私達『ポスト団塊世代』はその両方の先輩達を見てきています。従って、私達には優しさだけではな
く、反面教師として決して表には出さないが、隠し持った芯の強さと、ちょっとお洒落心も持ち合わせている
のです。（私達はアイビーからトラッドに進化しているのです。） 
          
ポスト団塊世代の皆さん、さあ私達の出番です。いや、うっかりしているとその出番も 
あと数年で終わりが迫ってきています。先輩達のいいところ、悪いところを鏡として、 
残された少ない我々の時代を目一杯生きてゆきましょう。 
大好きな先輩達に愛と感謝を込めて！そしてたくさんの失礼にお許しを。 
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